






中期経営計画「凜進130計画」中期経営計画「凜進130計画」
　南海グループでは、平成２３年度から２６年度までを「事業の『効率性追求』と『拡大と成長』により、
事業構造の変革を成し遂げる４か年」と位置づけ、中期経営計画「凜進１３０計画」に取り組んでいます。

■ 凜進１３０計画の考え方

長期的な視点と確固たる信念をもって
事業の『効率性追求』と『拡大と成長』に取り組み、
事業構造の変革を成し遂げる

〈基本方針〉
豊富な観光資源を活かし、沿線外からのお客さまを獲得するとともに、インバウンド分野での積極的
な連携強化と、新たな事業スキームの確立、将来的なビジネス・居住への拡大を進め、リーディング
カンパニーを目指す。

〈主な取組み〉
（1）情報発信・案内サインの多言語化等受入体制の強化
（2）医療ツーリズム等によるなんばへの旅客誘致、ＭＩＣＥへの取組み
（3）行政、関西私鉄各社、航空会社等とのアライアンスの強化
（4）なんば・高野山・堺・和歌山など、当社エリアの観光資源開発
（５）沿線イベントのプロモーション

〈基本方針〉
当社グループの事業構造の変革を企図して、運輸事業と並ぶ柱とすべく、
首都圏などエリアの拡張とＭ＆Ａ・アライアンスの積極的な活用により、事業の拡大と成長に取り組む。

〈主な取組み〉
（1）不動産賃貸事業及びビルメンテナンス事業の拡大
（2）マンション・戸建分譲事業の拡大
（3）小売・飲食事業の拡大
（4）駅ナカビジネスの強化、ＰＭ事業への進出

■ 凜進１３０計画の５つの基本方針

１. 観光・インバウンドビジネスの推進

〈基本方針〉
現行事業の周辺事業、新たな潮流を捉えた新規事業や公共関連ビジネスの積極的な展開を図り、
グループ内コンテンツの充実を図る。

〈主な取組み〉
（1）周辺事業のＭ＆Ａ、アライアンス
（2）子育て支援事業の育成、シニアビジネスへの参入
（3）ＰＰＰ・ＰＦＩ事業への参画、指定管理物件の受注拡大

３. 新たな事業領域への進出

〈基本方針〉
なんばにおけるリーディングカンパニーとして、行政・事業者・住民と連携を図り、
事業集積を促進するとともに、ハード・ソフト両面で特徴あるまちづくりを行う。

〈主な取組み〉
（１）南海会館ビル建替計画の具現化
（２）難波再開発区域（Ｃ街区）への本社移転及び教育・文化施設の誘致
（３）南海エリアでの地域協働

４. なんばのまちづくり推進

〈基本方針〉
成長戦略の実現に貢献できる人材の創出・活用を図るとともに、債務とキャッシュフローのバランス
改善と収益拡大を両立させることにより、財務体質の改善を図る。
また、経営資源配分の最適化、グループ各事業の連携強化及び間接部門業務の標準化・効率化によ
り、グループ利益の最大化を実現する。

〈主な取組み〉
（１）事業の拡大・成長に資する多様な人材の獲得・育成と活用
（２）間接部門のシェアードサービス化の推進
（３）債務とキャッシュフローのバランス改善と収益拡大の両立
（４）投資目的に応じた資金調達の多様化

５. グループ経営基盤の強化

２. 不動産・流通事業の拡大

１. 連結営業収益　２，３００億円以上
２. 連結経常利益　　１３０億円以上　
３. 連結有利子負債残高／ＥＢＩＴＤＡ倍率　１０倍台

■ 凜進１３０計画の数値目標
最終年度（平成２６年度）数値目標

※EBITDA＝営業利益＋減価償却費
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